
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

今年も暑い夏が来ました。夏休みももうすぐです！ 
長いお休みを、「図書館」を活用して有意義に過ごしてみませんか？ 

 
 
 

 

7 月 21 日（火）から 8 月 3０日（日）の個人閲覧席（No.31～47）については、以下の方
法による先着順でのご利用（事前予約不可）となります。なお、6 人掛けテーブル席は、受付
不要でご利用いただけます。 
○ 開館前の受付は、午前 9 時 15 分から正面入口で行います。 
○ 開館後は、中央カウンターで受け付けます。 
○ 受付時にお渡しする「座席カード」の番号席をご利用ください。 
※ 公民館等の閲覧席・学習室の利用方法については、各施設へ直接お問い合わせください。 

 

 

 

図書館には自由研究や工作等の参考となる本があります。また、読書感想文コ

ンクールの課題図書（全国・千葉県）コーナーも設置しますので、1 度ご覧にな
ってみてはいかがでしょうか？ 
なお、課題図書は夏休み期間に利用が集中するため、以下のとおりとさせてい

ただきます。 
○ 貸出・予約  1 枚のカードで 2 冊まで 
○ 貸出期間   2 週間（延長不可） 

  

 

 

図書館では、館内の飲水所や冷水機（中央カウンター前、児童室、2 階ロビー）をご利用いただ
けます。 
また館内では空調設定温度を 28 度とし、職員はクールビズでの対応をいたしております。ご理

解・ご協力をお願いいたします。 
中央カウンターでうちわのレンタルもしています。こまめな水分補給を心がけ、体調に十分ご注

意ください。 
 

図書館を利用される皆様へのお願い 

市民の皆さんの多様な学習機会の支援のために、市原市について書かれた資料や、市内にお住まいの方が出

版された資料などを、郷土資料として幅広く積極的に収集しています。 

図書館にご寄贈をお考えの方は、ホームページをご覧ください。または、中央カウンターや市内各読書施設

の窓口へお問い合わせください。 

図書館の閲覧席を利用したい！ 

夏の図書館≪活用術≫ 
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夏休みの課題が出たのですが、参考になる本を探したい！ 

図書館に飲食コーナーはありますか？ 

http://1.bp.blogspot.com/-vQ2-LvP_MD4/UqmPdj1YhaI/AAAAAAAAbkU/zHv51efNN1E/s800/uchiwa_ryou.png
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スペシャルおはなし会 

鈴木隆行選手は茨城県出身で、2002 年の日韓ワールドカップでは日本代表として大活躍した選手です。

今シーズン、ジェフユナイテッド市原・千葉でプレーをしています。当日は、子どもたちに 

『はなすもんかー』『ゴオオオ―ル』『しりとりのだいすきなおうさま』の絵本３冊を読んでくれました。

子どもたちは、身を乗り出して鈴木選手と絵本を通しての言葉のキャッチボールを楽しんでいました。 

ぬいぐるみおとまり会 

子どもたちが、大好きなぬ

いぐるみと一緒におはなし

を聞きに来てくれました。 

夜はぬいぐるみたちだけで

図書館にお泊り！真夜中の

館内を冒険しました。 

お迎えに来てくれた子ども

たちには、ぬいぐるみたち

が選んでくれた本を貸出

し、その様子を記録したミ

ニアルバムをプレゼント。 

図書館 DEビンゴ！ 

英語でおはなし会 

人形劇 

みんなの大好きな人形

劇が今年も上演されま

した。今年の作品は「オ

オカミと７匹の子ヤ

ギ」。 

 オオカミの大きくて真っ赤な口はちょっぴり

怖くてドキドキ。 

子どもたちは目をキラキラさせて劇に夢中。オ

オカミがドボーンと井戸に落ちるクライマッ

クスを迎え、ほっと安堵の笑いが会場を包み、

最後に「カエルのダンス」で賑やかに幕を閉じ

ました。 

人形劇団 Z さん、楽しい人形劇をどうもありが

とう！ 

 
湖畔美術館のジョーイ先

生をお招きして、1 時間

すべて英語の特別なおは

なし会です。 

 前半はエリック・カールの『From head to toe』（邦

題『できるかな？あたまからつまさきまで』）を読

みながら、絵本に登場する動物の真似をして体をう

ごかしました。 

後半はワークショップです。読書手帳のケースをカ

ッティングシートで飾り、自分だけのオリジナルの

作品をつくりました。図書館の図鑑や絵本を参考に

して、みんな一生懸命つくりました。 

 

子どもたちにいろいろな種類の本を読んでもら

いたい。そんな願いから始めた、今年で３年目

の企画です。ビンゴカードはちびっこ向け、小

学生向け、ティーンズ向けの３種類。借りた本

の種類とビンゴカードの目を合わせていきま

す。今年の参加者は５６人。皆さんビンゴにな

りました。中にはすべての目をクリアしてくれ

たお子さんも！宝箱の中の賞品を嬉しそうに選

んで持ち帰ってくれました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

た ま の 寝 言   

 

調べてみよう！すごいぞ市原 

   ～小さな虫の大きな命に目をむけた詩人～ 
 

 ごぞんじですか？川路
か わ じ

柳
りゅう

虹
こう

（本名：川路誠）さんのこと・・・ 

 川路柳虹さんは、明治 21 年 7 月に東京で生まれました。東京美術学校（いまの東京芸術

大学）で絵画を勉強し、昭和 30 年代まで詩や評論のジャンルで活躍した詩人です。 

といっても、ただの詩人ではありません。 

和歌や俳句といった伝統的な詩歌の世界が確立していた日本の中で、話しことば（口語体）

を使って、七五調などの文体にしばられない自由な詩（口語自由詩）を発表した最初の人で

す。いまから 100 年以上も前の 1907 年、川路柳虹さんがまだ十代の終わり頃のことでした

。発表された詩の題名は《塵溜》（はきだめ）です。川路柳虹さんは、この詩のなかで、隣家

の倉裏のはきだめに埋もれて暮らす小さな虫にも、「かぎりも知れぬ生命の苦悩」があるのだ

と謳っています。自然のありのままの姿に美しさや共感を覚える詩の情緒性は、いまでこそ

あたりまえとなっていますが、当時はとても新鮮なものでした。 

口語自由詩の潮流は、その後の文壇に大きな影響を与え、昭和 33 年には詩集『波』によ

って日本芸術院賞を受賞しています。 

そんな川路柳虹さんが、鶴舞小学校、牛久小学校、戸田小学校、菊間小学校、五井中学校

など、市原市内のたくさんの学校の校歌を作詞し、いまでも歌い継がれています。これは、

戦中に南総町池和田に疎開したのがきっかけとなったもので、戦後も別荘を構え、亡くなる

まで市原と深いかかわりをもっていたからです。 

校歌を通じて、川路さんからたくさんのことを学んできた市原の人々やこどもたちは、こ

れから先、どんな未来を築いていけばよいのでしょうか。 

小さな虫の大きな命に目をむけた詩人、川路柳虹。中央図書館では、川路柳虹さんに関す

るたくさんの図書資料を収集し保管しています。みなさんも、図書館であたらしい郷土の発

見にチャレンジしてみてはいかがでしょうか。          （たま） 

 

 

  

 

 

「ふるさと市原に輝く人物コーナー」について 
市原市立中央図書館内郷土資料コーナーの一画に、市民がより郷土への愛着を持つことがで

きるよう、市原に縁があり、社会に功績を残した人物について、約２か月間ひとりずつ取り上

げ、関連する図書・雑誌等資料を展示する「ふるさと市原に輝く人物コーナー」を設置（常設）

します。 
 
記念すべき第１回目は、今回の「たまの寝言」で紹介された川路柳虹さんを取り上げて展示

します。出版された本の装丁は市原ゆかりの銅版画家・深澤幸雄さんによるものもあり、詩と

ともにご注目ください。 
 

※展示期間 ７月１日(水)～８月２７日(木)  

（主な展示資料） 

○図書『波』・『石』・『マチス以後』・『美の典型』 

○雑誌『詩作』・『西東』 

○作詞した学校の校歌 
 

※次回８月２９日（土）～１０月２９日（木）は古城
こじょう

江
こう

観
かん

さん（日本画家）を取り上げます。 

 



★貸出 

視聴覚資料は、1 点のみの所蔵が多いため、貸出数は２

点、貸出期間は 2 週間です。延長はできません。 

★返却 

 中央図書館視聴覚室と各読書施設のカウンターで返却

できます。破損の恐れがあるので、返却ポストは使用し

ないでください。破損した場合、弁償していただくこと

になりますので、取り扱いにはお気を付け下さい。 

★予約 

１枚のカードで、１点予約できます。 

中央図書館視聴覚室、市内各読書施設のカウンター、

ホームページ（パソコン・携帯電話）、読書施設内の利用

者端末から予約できます。ホームページ、利用者端末で

の予約は、図書利用カードのパスワード登録が必要です。 
 

たくさんあって、迷っちゃうなぁ 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

★中央図書館映画会のお知らせ 

「大人のための映画会」 

７月２８日（火）「みすゞ」 

７月３０日（木）「おくりびと」 

時間：午前１０時、午後２時 

「夏休み子ども向け映画会」 

７月２６日(日)「グーフィー」 

８月 ２日(日)「リボンの騎士」 

８月 ９日(日)「凧になったお母さん」 

８月２３日(日) 

「山古志村のマリと三匹の子犬」 

時間：午前１０時３０分、午後2時 
 
 

～視聴覚カウンター編～ 

  
≪中央図書館利用案内≫         
 

中央図書館２階にある、視聴覚室では、ＤＶＤや

ビデオ、ＣＤの貸出、ライブラリー機材や教材の貸

出をおこなっています。 

また、毎月映画会も開催しています。 

ぜひ、のぞきに来てくださいね！ 

★ライブラリーの貸出 

市内在住で、教育活動・文化活動の

目的のために利用する団体に、無料で

視聴覚機材・教材を貸し出しています。  

夏休みに映画会を開いてみませんか？  

機 材  

プロジェクター 、１６ミリ映写機、 Ｄ

ＶＤ・ＶＨＳデッキ、スタンドスクリ

ーン、ワイヤレススピーカー、暗幕 他  

教 材  

ビデオ ４３４本 ＤＶＤ ３４０枚  

１６ミリフィルム １７３本  
 

★開館時間 午前 9 時 30 分～午後 5 時     
※水・金曜日は一般開架室のみ午後 7 時まで 
ただし、祝日の場合は除く 
※児童室・視聴覚コーナーは全日午後 5 時まで 
★貸出冊数・貸出期間 
図書・雑誌 10 冊まで 
視聴覚資料 2 点までいずれも 2 週間 

★休館日 毎週月曜日 
毎月平日最終日（月末図書整理日） 
特別整理期間（蔵書点検等） 
年末年始（12 月 29 日～1 月 3 日） 
★初めてカードを作るには 
住所氏名の確認できるもの（運転免許
証等）をお持ちください。      

落語や名作の朗読ＣＤ、子ど
も向けのＣＤやＤＶＤが 
人気です。 


